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【
う
ら
へ
続
く
】

都
議
選
の
争
点
③

「
共
謀
罪
」、
憲
法
９
条
改
定
、
歯
止
め
の   

　

な
い
憲
法
破
壊
を
許
し
て
い
い
の
か

　

安
倍
首
相
は
、
２
０
２

０
年
ま
で
に
９
条
に
新
た

に
３
項
「
自
衛
隊
」
を
加

え
、
改
憲
を
す
る
と
突
然

に
言
い
出
し
ま
し
た
。
３

項
「
自
衛
隊
」
を
書
き
込

め
ば
、
２
項
の
「
戦
力
の

保
持
の
禁
止
」
は
空
文
化

さ
れ
ま
す
。
自
衛
隊
は
２

項
に
し
ば
ら
れ
ず
、
海
外

派
兵
・
武
力
行
使
が
際
限

な
く
拡
大
す
る
扉
が
開
か

れ
、
９
条
の
基
本
精
神
が

根
本
か
ら
崩
さ
れ
ま
す
。

　
「
心
の
中
」
ま
で
処
罰

の
対
象
に
す
る
共
謀
罪

な
ど
「
戦
争
づ
く
り
」
に

暴
走
す
る
安
倍
政
権
。
安

保
法
制
＝
戦
争
法
で
、
自

衛
隊
の
海
外
で
の
武
力

行
使
を
可
能
に
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
こ
の
政
権

が
、
９
条
に
手
を
つ
け
た

ら
、
と
め
ど
も
な
く
軍
拡

と
海
外
派
兵
の
拡
大
に
な

る
こ
と
は
必
至
で
す
。

　

都
議
選
は
、
国
政
の

流
れ
を
左
右
し
ま
す
。
日

本
共
産
党
の
躍
進
で
、
９

条
改
憲
ノ
ー
の
審
判
を
下

し
、
安
倍
政
権
と
自
民
・

公
明
に
退
場
の
審
判
を
下

し
ま
し
ょ
う
。

「
共
謀
罪
」
戦
後
最
悪
の
治
安
立
法

 

市
民
が
広
く
盗
聴
対
象 

乱
用
の
懸
念

     　

       　
　

 

参
考
人
が
強
調

 
　

１
日
の
参
院
法
務
委
員

会
の
参
考
人
質
疑
で
、
松

宮
孝
明
立
命
館
大
学
教
授

は
、「
共
謀
罪
」法
案
が「
広

く
市
民
の
内
心
を
捜
査
と

処
罰
の
対
象
と
し
、
市
民

生
活
の
自
由
と
安
全
が
危

機
に
さ
ら
さ
れ
る
戦
後
最

悪
の
治
安
立
法
」
だ
と
陳

述
。「
通
信
傍
受
法
に
よ

り
、
共
謀
は
す
ぐ
さ
ま
盗

聴
対
象
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
述
べ
、
盗
聴
が

は
び
こ
る
危
険
性
を
指
摘

し
ま
し
た
。
ま
た
法
案
は

「（
戦
前
の
）
治
安
維
持

法
よ
り
た
ち
が
悪
い
。
全

刑
法
犯
の
80
％
を
超
え
る

犯
罪
を
対
象
と
し
、
誰
で

も
対
象
に
で
き
る｣

と
批

判
。「
法
案
に
明
確
な
対

象
範
囲
が
書
か
れ
て
い
な

い
。『
自
由
を
保
障
す
る
』

と
い
く
ら
答
弁
し
て
も
、

乱
用
の
懸
念
が
あ
る
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

　

新
倉
修
青
山
学
院
大

学
名
誉
教
授
は
、「
Ｔ
Ｏ

Ｃ
条
約
の
批
准
の
た
め
に

『
共
謀
罪
』
法
案
は
必
要

な
い
と
い
う
の
が
結
論
で

す
」
と
述
べ
、
法
案
に
対

す
る
国
連
の
深
刻
な
懸
念

表
明
を
挙
げ
、「
人
権
侵

害
に
重
大
な
疑
義
が
残
っ

て
い
る
。
欠
陥
法
で
、
憲

法
違
反
の
法
律
で
あ
り
無

効
だ
」と
批
判
し
ま
し
た
。

　
「
共
謀
罪
」
法
案
の
政

府
答
弁
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で

す
。
徹
底
審
議
で
廃
案
に

す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

共
謀
罪
法
案
緊
迫
。「
対

象
と
な
る
罪
の
一
覧
表
を

見
た
が
、
何
で
も
ひ
っ
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」

「
国
際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
が
、

日
本
に
お
け
る
表
現
の
自

由
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権

利
を
脅
か
す
と
反
対
声
明

を
出
し
た
」「
テ
ロ
対
策

は
口
実
だ
。
一
般
人
標
的

の
監
視
社
会
に
な
る
」「
Ｊ

Ｎ
Ｎ
の
調
査
で
は
、
今
国

会
成
立
に
こ
だ
わ
る
必
要

は
な
い
が
77
％
。
国
民
は

共
謀
罪
法
を
望
ん
で
い
な

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

加
計
学
園
疑
惑
。「
総

理
の
意
向
の
文
書
の
存
在

を
文
科
省
の
複
数
の
現
役

職
員
が
認
め
た
」「
前
川

喜
平
氏
の
中
傷
記
事
が
出

て
い
る
が
、
彼
の
文
科
省

全
職
員
に
宛
て
た
手
紙
を

読
ん
だ
で
非
常
に
立
派
な

人
だ
と
思
っ
た
」「
辞
職

後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
貧

困
家
庭
の
子
ど
も
の
教
育

に
関
わ
っ
て
い
た
」「
９

日
、
文
科
省
が
文
書
の

再
調
査
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
」「
再
調
査
だ
け
で

な
く
、
国
会
で
証
人
喚
問

な
ど
真
相
解
明
し
て
欲
し

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
大
洗
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
で
職
員
の
内
部
被
ば

く
事
故
（
６
日
）。「
作
業

員
５
人
に
放
射
性
物
質
が

付
着
。
３
人
か
ら
内
部
被

ば
く
が
確
認
さ
れ
た
」「
一

人
は
２
・
２
万
ベ
ク
レ
ル
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

共謀罪法案 廃案！ 安倍退陣！
 連日行動

だ
と
い
う
」「
国
内
最
悪

の
内
部
被
ば
く
だ
」「
そ

の
後
、
誤
計
測
の
可
能
性

を
発
表
し
た
」「
い
い
か

げ
ん
だ
」「
安
全
管
理
が

ず
さ
ん
で
は
な
い
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

沖
縄
辺
野
古
。「
翁
長

知
事
が
工
事
の
差
し
止
め

訴
訟
を
起
こ
す
と
い
う
」

「
政
府
は
遺
憾
と
い
う
け

ど
、
違
法
な
工
事
を
強
行

し
て
い
る
の
は
政
府
だ
」

プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
だ
」

「
避
難
計
画
の
実
効
性
や
、

使
用
済
み
核
燃
料
な
ど
の

問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
、

な
し
崩
し
の
再
稼
働
は
許

さ
れ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

世
界
卓
球
選
手
権
で
日

本
選
手
大
活
躍
。「
13
歳

の
張
本
選
手
な
ど
男
女
と

も
に
10
代
選
手
の
活
躍
が

目
立
っ
た
」「
エ
リ
ー
ト

育
成
と
裾
野
が
広
が
っ
て

い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

将
棋
の
藤
井
４
段
が
24

　

伸
縮
自
在
の
導
電
素

材
は
、
ゴ
ム
な
ど
に
銀
の

粒
子
や
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ

ュ
ー
ブ
な
ど
の
電
気
を
通

す
物
質
を
混
ぜ
て
作
り
ま

す
。
し
か
し
伸
縮
性
を
高

め
る
と
電
気
が
通
り
に
く

く
な
り
、
混
ぜ
る
導
電
性

素
材
を
増
や
す
と
伸
縮
性

が
維
持
で
き
な
い
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。

　

東
大
の
研
究
チ
ー
ム

は
、
直
径
が
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
程
度
の
銀
の

粉
と
界
面
活
性
剤
を
混
ぜ

た
フ
ッ
素
ゴ
ム
を
加
熱
処

理
す
る
と
、
高
い
導
電
性

と
伸
縮
性
を
合
わ
せ
待
っ

た
素
材
が
で
き
る
こ
と
を

発
見
、
元
の
長
さ
の
５
倍

に
伸
ば
し
た
と
き
の
導
電

率
は
世
界
最
高
ク
ラ
ス
で

す
。

　

詳
し
く
調
べ
た
と
こ

ろ
、
銀
粉
の
表
面
に
で
き

た
酸
化
銀
の
膜
が
ゴ
ム
の

中
に
溶
け
出
し
、
加
熱
に

よ
っ
て
伸
び
、
ナ
ノ
メ
ー

ト
ル
程
度
の
粒
子
と
な
っ

て
均
一
に
分
布
し
て
い
ま

し
た
。

伸縮する導電素材を開発

　　東大の研究チーム

米
の
パ
リ
協
定
離
脱

人
類
へ
の
責
任
放
棄

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

が
、「
パ
リ
協
定
」
か
ら

の
離
脱
を
正
式
に
表
明
し

ま
し
た
。

　

米
国
は
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
が
世
界
第
２
位

で
地
球
温
暖
化
対
策
に
大

き
な
責
任
を
持
つ
立
場
で

す
。
温
暖
化
の
深
刻
な
脅

威
に
国
際
社
会
が
一
丸
と

な
っ
て
立
ち
向
か
お
う
と

す
る
と
き
に
、
そ
の
流
れ

に
背
を
向
け
る
ト
ラ
ン
プ

政
権
の
姿
勢
は
、
現
在
の

人
類
と
将
来
世
代
に
対
す

る
重
大
な
責
任
の
放
棄
で

す
。

　

米
国
内
で
は
６
３
０

以
上
の
企
業
や
団
体
が

「
パ
リ
協
定
」
順
守
を

求
め
る
要
望
書
を
提
出

し
、
１
０
０
０
を
超
え
る

企
業
が
「
低
炭
素
経
済
の

構
築
」
を
訴
え
る
声
明
に

　

日
本
共
産
党
の
井
上
哲

士
議
員
は
５
月
23
日
参
院

外
交
防
衛
委
員
会
で
、
防

衛
省
が
大
学
な
ど
に
研

究
資
金
を
提
供
す
る
「
安

全
保
障
技
術
研
究
推
進
制

度
」
に
つ
い
て
追
及
し
、

研
究
成
果
が
武
器
の
輸
出

や
他
国
と
の
共
同
開
発
に

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

　

井
上
議
員
は
「
研
究
成

防
衛
省

安
全
保
障
技
術
研
究
推
進
制
度
の
廃
止
を

　

研
究
成
果
が
軍
事
に
転
用

　
　
　
　

日
本
共
産
党
が
追
及

果
は
、
時
に
科
学
者
の
意

図
を
離
れ
て
軍
事
的
に
転

用
さ
れ
る
」
と
し
て
軍
事

研
究
を
拒
否
し
た
日
本
学

術
会
議
の
声
明
に
ふ
れ
、

「
重
く
受
け
止
め
、
制
度

を
廃
止
に
す
べ
き
だ
」
と

迫
り
ま
し
た
。

署
名
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
大

義
な
き
行
動
を
と
り
続
け

る
な
ら
ば
、
世
界
中
の
市

民
や
国
々
な
ど
に
怒
り
と

失
望
が
広
が
り
、
米
国
の

国
際
社
会
か
ら
の
孤
立
は

必
至
で
す
。

13 日 ( 火 ) 12:00 ～ 13:00 　議員会館前行動

　　　　　 13:30 ～ 16:00　座り込み行動

　　　　　 18:30 ～　　　   日比谷野外音楽堂

     （集会後銀座デモ）

14 日 ( 水 ) 12:00 ～ 13:00　 議員会館前行動

　　　　　13:30 ～ 16:00　 座り込み行動

　　　　　18:30 ～ 19:30　 議員会館前行動

15 日 ( 木 ) 12:00 ～ 13:00　 議員会館前行動

　　　　　13:30 ～ 16:00　 座り込み行動

　　　　　18:30 ～ 19:30　 国会正門前行動

16 日 ( 金 ) 12:00 ～ 13:00　 議員会館前行動

　　　　　13:30 ～ 16:00　 座り込み行動

　　　　　18:30 ～ 19:30　 議員会館前行動

19 日 ( 月 ) 18:30 ～　　  　  国会正門前行動

　
　

×　
　
　
　

×

　

関
西
電
力
が
高
浜
原

発
３
号
機
の
再
稼
働
強
行

（
６
日
）。「
３
号
機
は
Ｍ

Ｏ
Ｘ
燃
料
を
使
う
危
険
な

連
勝
（
９
日
）。「
ま
た
更

新
し
た
」「
羽
生
善
治
３

冠
ら
を
抜
い
て
歴
代
２
位

タ
イ
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
７
日
、
四
国
・
中
国

か
ら
関
東
甲
信
地
方
が

梅
雨
入
り
し
た
」「
関
東

は
空
梅
雨
の
傾
向
の
よ
う

だ
」「
ア
ジ
サ
イ
が
咲
き

始
め
た
」


